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社会福祉法人にじのこ福祉会 
 

概   要 
 

 

にじのこ福祉会の概要 
 

 

１．法人の概要 

経 営 主 体         社 会 福 祉 法 人  に じ の こ 福 祉 会   

所 在 地           岡 山 県 岡 山 市 中 区 桜 橋 三 丁 目 1番 51号  

            Ｔ Ｅ Ｌ  086-272-4111     

Ｆ Ａ Ｘ  086-272-4171 

代 表 者           理 事 長  木 村 高 清  

法 人 設 立 年 月 日     2010年 ７ 月 １ 日  

 

 

2．理事会・評議員会 開催状況 
 

（1）理事会開催状況 

開 催  

年 月 日  

出 席 者  

人 数  
 議 題   

欠 席 者  

氏 名  

出 席 監 事  

氏 名  

2024 

5/21 

理 事 6名  

監 事 2名  

第 1回 理 事 会  

 第 １ 号 議 案  202３ 年 度 事 業 報 告 及 び 決 算 の 承 認 に つ い て  

 第 ２ 号 議 案  評 議 委 員 会 の 開 催 に つ い て  

 第 3号 議 案  役 員 賠 償 責 任 保 険 の 更 新 に つ い て  

○ 報 告 事 項  

坪 中 弘 子  
木 村 裕 子  

藤 原 弘 典  

2024 

12/19 

理 事 7名  

監 事 2名  

第 2回 理 事 会 （ 書 面 議 決 ）  

 第 １ 号 議 案  第 １ 号 議 案  規 定 類 の 改 定 に つ い て  
書 面 議 決  

木 村 裕 子  

藤 原 弘 典  

2025 

2/13 

理 事 6名  

監 事 2名  

第 3回 理 事 会  

 第 １ 号 議 案  規 定 類 の 改 定 に つ い て  

○ 報 告 事 項  

○ 協 議 事 項  

 
木 村 裕 子  

藤 原 弘 典  

2025 

3/3 

理 事 7名  

監 事 2名  

第 4回 理 事 会  

 第 １ 号 議 案  労 働 組 合 へ の 回 答 書 に つ い て  

 第 ２ 号 議 案  2024年 度 補 正 予 算 に つ い て  

 第 ３ 号 議 案  2025年 度 事 業 計 画 書 に つ い て  

 第 ４ 号 議 案  2025年 度 当 初 予 算 に つ い て  

 第 ５ 号 議 案  2025年 度 役 員 等 報 酬 総 額 に つ い て  

 第 ６ 号 議 案  評 議 員 会 の 招 集 に つ い て  

 第 ７ 号 議 案  企 業 財 産 保 険 の 契 約 更 新 に つ い て  

○ 協 議 事 項  

 
木 村 裕 子  

藤 原 弘 典  

2025 

3/13 

理 事 7名  

監 事 2名  

第 5回 理 事 会  

 第 １ 号 議 案  規 定 類 の 改 定 お よ び 協 定 書 に つ い て  

 第 ２ 号 議 案  当 座 貸 越 の 契 約 更 新 に つ い て  

 第 ３ 号 議 案  経 理 規 程 に 関 す る 規 定 類 に つ い て  

 第 ４ 号 議 案  評 議 員 候 補 者 の 選 任  

 第 ５ 号 議 案  評 議 員 選 任 ・ 解 任 委 員 会 の 開 催 に つ い て  

 第 ６ 号 議 案  苦 情 対 応 第 三 者 委 員 の 変 更  

お よ び 運 営 規 程 の 改 定 、 重 要 事 項 説 明 書 に つ い て  

○ 協 議 事 項  

 
木 村 裕 子  

藤 原 弘 典  
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（2）評議員会開催状況 

開 催  

年 月 日  

出 席 者  

人 数  
 議 題   

欠 席 者  

氏 名  

出 席 監 事  

氏 名  

2024 

6/11 
8名  

定 時 評 議 員 会  

 第 １ 号 議 案  2023年 度 決 算 承 認  

（ 計 算 書 類 ・ 財 産 目 録 の 承 認 ） の 件  

 報 告 第 １ 号  2023年 度 事 業 報 告 の 件  

 
山 﨑 由 佳 利  

藤 原 弘 典  

2025 

3/11 
7名  

第 2回 評 議 員 会  

 第 １ 号 議 案  2024年 度 補 正 予 算 に つ い て  

 第 ２ 号 議 案  2025年 度 事 業 計 画 書 に つ い て  

 第 ３ 号 議 案  2025年 度 当 初 予 算 に つ い て  

 第 ４ 号 議 案  2025年 度 役 員 等 報 酬 総 額 に つ い て  

武 田 英 夫  
木 村 裕 子  

藤 原 弘 典  

 

 

3. 監事監査の実施状況 

（１）監査日程等 

2024 年 5 月 17 日 （ 金 ） 13 時 30 分 ～ 17 時 00 分  

木 村 裕 子 監 事 （ 業 務 監 査 ） ・ 藤 原 弘 典 監 事 （ 会 計 監 査 ）  

 

（ ２ ） 監 事 監 査 の 評 価  

（ 保 育 ）  

・ 保 育 内 容 に つ い て は 、 諸 帳 簿 等 の 書 類 か ら 保 育 が 、 適 正 に 行 わ れ て い る こ と を 確 認 し た 。諸

帳 簿 は 、 保 育 所 保 育 指 針 に 則 り 、 園 独 自 で 創 意 工 夫 し 作 成 し て い る 。 保 育 で は 意 識 的 に 自 然

を 取 り 入 れ 、 子 ど も の 発 達 に 応 じ た 保 育 が 行 わ れ て い る 。  

・ 特 に 危 機 管 理 で は 、 マ ニ ュ ア ル 等 詳 し く 細 や か に 整 理 さ れ 、 ア レ ル ギ ー 児 対 応 で は 、 い つで

も 誰 で も 対 応 で き る マ ニ ュ ア ル の 配 置 や 実 習 を 行 い 万 全 を 期 し て い る こ と は 評 価 す る 。  

・ 働 き 方 改 革 で 事 務 の 軽 減 に つ い て の 検 討 、 役 割 分 担 な ど 細 や か に 計 画 さ れ て い る 。 こ の 計画

が 職 員 に 無 理 や 負 担 と な ら な い よ う 、 全 体 の バ ラ ン ス を 十 分 に 見 守 り 、 保 育 内 容 の 充 実 に 繋

げ て い た だ き た い 。  

（ 法 人 運 営 、 財 務 そ の 他 ）  

・ 会 計 管 理 は 適 正 に 行 わ れ て い る こ と を 確 認 し た 。 帳 票 類 そ の 他 も き ち ん と 整 理 さ れ て お り問

題 は な い 。  

・ サ ー ビ ス 活 動 収 益 が 194,202,113 円 で 前 年 度 比 マ イ ナ ス 3,026,725 円 と な っ て い る 。  

人 件 費 は 145,024,337 円 で 前 年 度 比 プ ラ ス 5,233,291 円 と な っ て い る 。  

当 期 活 動 増 減 差 額 は 10,786,749 円 で 前 年 度 比 マ イ ナ ス 6,955,354 円 と な っ た 。  

 （ 数 字 は い ず れ も 保 育 園 拠 点 区 分 ）  

・前 年 度 比 マ イ ナ ス に は な っ た も の の 当 期 活 動 増 減 差 額 1000 万 円 以 上 の 実 績 と な っ た 。こ れ

も 厳 し い 状 況 の 中 、園 長 を 中 心 と し て 全 職 員 の 奮 闘 で 乗 り 切 っ て こ ら れ た こ と と 評 価 し た い 。 

 収 益 の 減 少 に 見 ら れ る よ う に 、少 子 化 の 影 響 も あ っ て 今 後 の 保 育 園 運 営 も 困 難 が 予 想 さ れる 。

理 事 会 ・ 全 職 員 の 創 意 工 夫 で な ん と か 乗 り 切 っ て ほ し い 。  

・ 園 の 中 を 見 学 さ せ て も ら っ た が と て も 良 い 雰 囲 気 で 保 育 が 行 わ れ て い た 。 改 修 し た 北 側 園庭

も 積 極 的 に 活 用 さ れ て い る と の こ と だ っ た 。 ま た 地 域 の 人 々 が 草 取 り な ど も し て く だ さ る と

の こ と 、 交 流 も 積 極 的 に 行 わ れ て お り 評 価 で き る 。  
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4. 職員採用状況 

（1）職員 の状況 

-2024年度退職状況と2025年度採用状況- 

【正規職員】 

2024年度退職者（2名） 

〇正規保育士（1名）  國峰麻理香（大卒：勤続4年）  

＝結婚による退職。土日休みが取れる事務に転職。 

       〇正規栄養士（1名）  川上瑛菜 （短大卒：中途採用：勤続7か 月） 

        ＝適応障害との診断で退職。 

      2025年度採用者（3名 ） 

〇正規保育士（１名） 久保双葉（山陽学園短期大学）         

       〇正規栄養士（１名） 廣瀬詩織（山陽学園短期大学） 

     〇正規調理師（１名） 坂本恵子（中途採用：2024年度非正規雇用）  

職員採用については、全国的な保育士不足が深刻になっている。その中で、職員を確保で き

るよ う に 奮 闘し た1年 だっ た 。 今 年度 は 、 「 山陽 学 園 短 期大 学  保 育士 合 同 面 談会 」 や 「 岡山

市私立保育園認定こども園園長会 就職フェスティバル」に参加し、新規採用者の獲得に成 功

した年でもあった。採用試験の方法も、「小論文」と「面接」以外は、「1日で行う実習試験 」

と「3日間の体験試験」を選択できるようにした。その結果、採用した2名は 、3日間の 体験試

験を選択した。新卒者が、当園を希望した理由を聞いたところ、「ひとりひとりの特性に合っ

た保育がしたいが、ここでは担当制をしているので良いと思った」「食育に力を入れていて 、

自分がめざす食育を実践できると思った」という理由を話された。 

 

【非正規職員】＊下記時間には休憩時間を含む 

    2024年度退職者（3名 ） 

〇派遣保育士（週5日:9時間）1名、派遣保育士（週5日:7時間）1名、 

保育支援者（年単位変形労働時間）1名 

2025年度採用者（7名） 

〇保育士（年単変形労働時間）1名、保育士（週5日:8.5時間）１ 名、 

人材紹介保育士（週5日:7.75時間）1名、 派遣保育士（週5日:8.75時間）1名、

派遣保育士（週4日:4時間:長期休み有）1名 、看護師（週5日:5.75時間）1名、 

保育支援者（週5日:4時間）1名  

また、2025年度も引 き続き3名 の職員が育児休業を利用しており、途中から1名増える こ

とも確定している。 

保育士が、例年以上に確保できたことの背景には、園の雰囲気や保育内容に対する評価

や、給与や休暇などの処遇が良いことが挙げられる。この中には、3月 の 給 与 改 定 後 に 出 し

た ハ ロ ー ワ ー ク の 求 人 を 見 て 応 募 し て く れ 、 直 接 採 用 に 至 っ た ケ ー ス も あ る 。  
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事 業 報 告 
 

 

 

 

Ⅰ．法人事業報告 
2023年6月より新体制になって２年目として、中期計画の具体化と実践や人材確保を重点 課

題として試行錯誤してきた。 

2023年 度 末 に 契 約 し た 「 イ ツ ザ イ 」 は 、 求 人 に 特 化 し た WEBコ ン テ ン ツ を 作 成 し て 、 有 料

求 人 サ イ ト へ 情 報 掲 載 を す る と こ ろ ま で 請 け 負 っ て い る 事 業 所 で あ る 。 人 材 確 保 の 安 定 化 を 目

指して、こういった事業者の活用による求人情報の発信を試みた。しかし、世の中に賃金アップ

の 波 が 押 し 寄 せ る 中 、 賃 金 面 に お け る 待 遇 改 善 の 必 要 性 を 感 じ る 結 果 と な っ た 。 有 料 掲 載 で の

課金が終わった段階で、それ以上の課金は行わないという判断をした。 

その後、公定価格の改定が行われ、職員の賃金面での大幅改定が実施出来たので、ハローワー

ク へ の 求 人 募 集 や 法 人 ホ ー ム ペ ー ジ に よ る 求 人 情 報 の 発 信 は 継 続 し て お り 、 そ こ で の 応 募 も あ

った。 

 

（中期計画の進捗状況） 

2024年度は、中期計画（５ヶ年）の3年目 になり様々な取り組みを行った。 

〇児童発達支援 

①  職員1名が 「児童発達支援管理責任者基礎研修」を修了した 

②  児童発達心理士が年5回の保育観察を行い、最後にまとめの会を行った 

③  田中真介（京都大学元准教授）の研修会（座学・保育観察と分析）を年2回行 った 

〇園庭整備 

①  計画の参考になる園庭やビオトープ等を見学した 

②  草花を植えて育てる取り組みや野菜や稲を育てた 

③  職員による園庭計画の研修や話し合い、イメージ画の作成をして具体化した 

〇ＩＣＴ化 

①  コドモンの活用 

②  共有デスクトップパソコンの買い替え 

〇管理職育成 

① 副主任4名（産休育休1名含む ）が、それぞれの専門分野の活動にあたった 

〇職種の創設 

①  看護師配置では、2024年度に看 護師賃金を創設した 

〇休暇の創設 

①  リフレッシュ休暇（3日）を創設した 

 

 

１．  岡山医療生活協同組合との連携 
 

（1）一時 保育事業での協力 

岡山医療生協は、地域の事業所として当園の一時保育事業を職員に紹介している。 

2024年 度 は、 産休 育 休の 代替 え 職員 が見 つ から ず、10月以降 は 事業 を行 う こと がで きな
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かったが、医療生協職員の中で希望者はおらず利用には至らなかった。 

2025年は、人の確保ができたので各年齢のクラスで受け入れが可能となっている。 

 

（2）地域 の子育てを応援する活動 

全国に先駆けて岡山医療生協が力を入れてきた「子育て支援」については、協力したいと 考

えていたが一緒に取り組める機会がなかった。 

今 年 度 は 、 医 療 生 協 が 行 っ た お ま つ り の チ ラ シ を 、 職 員 や 保 護 者 に 配 布 し 紹 介 し た 。 当 日

は、医療生協関係者ではない保護者が、多数子ども連れで参加してくれた。 

 

（3）事業 展開の中での協力 

  理事長と共に、医療生協専務との面談を行った。そこでは、「一時保育等の安定的運営の た

 めの人の確保の協力」や当法人が考える新たな事業での「医療生協職員（専門家集団）との 連  

携」などを話し合った。今後も、お互いにとって有益な事業展開になるよう協力していきた 

い。 

 

 

２．  職員が働き続けられる職場環境づくり 
 

（1）職員 給与の改善について 

2024年度の人事院勧告により、2024年4月に遡って＋10.7％分（約1,110万円）の 公定

価格が増額改定された。この増額分を原資に、以下の通り職員の賃金改善を実施した。 

①  間差を是正した 

＊2023年度10月及び2024年度10月の最低賃金改定時に修正できなかった職種間 

の間差修正 

②  正規職員の基本給を改定した 

＊基本給を構成している基礎給の見直し 

＊基本給を構成している研修経験給の見直し 

＊基本給を構成している職種給の見直し 

＊役職給の見直し 

＊一時金0.1か月の増 額 

③  非正規職員の時給を改定した 

＊各職種の初任給を時給に換算し時間給にした 

＊学歴給を採用した 

＊一時金を改定した 

 

（2）働き 続けられる職場環境づくり 

保 護 者 の 労 働 を 支 え 、 子 ど も に よ り 良 い 発 達 を 保 障 す る 保 育 園 職 員 は 、 社 会 の 多 様 な ニ ー

ズ へ の 対 応 と と も に 、 個 々 の 子 ど も や 保 護 者 へ の 細 や か な 配 慮 が 求 め ら れ る 。 こ の よ う な 状

況のもと、近年は保育士の負担感やストレスが増大する傾向にある。 

働 き 続 け ら れ る 職 場 環 境 づ く り で は 、 「 子 ど も の 幸 せ と 家 族 の 幸 せ と 職 員 の 幸 せ を 同 時 に

保 障 す る 」 こ と が 求 め ら れ 、 職 員 ひ と り ひ と り の 実 情 を 把 握 し た 職 場 環 境 づ く り が 必 要 に な

るため、法人としても様々な取り組みを実施している。 
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2024年度は、勤続表彰での金一封や特別休暇3日間を 創設した。また、年単位変形労働時

間制の職員には、正規非正規を問わず、年間3日の連休 を「リフレッシュ休暇」として取得で

き る よ う に し た 。 有 給 休 暇 の 有 効 期 間 内 で の 完 全 消 化 を 行 っ て い る 中 で 、 追 加 の 特 別 休 暇 や

リフレッシュ休暇の取得は、人員体制が厳しい中で大変な部分もあったが、職員には好評で 、

友だちや家族と旅行に行ったり、実家に帰省したりして余暇を楽しんでいた。 

年 齢 別 の 配 置 基 準 改 善 が 求 め ら れ る 中 、 保 育 士 の 需 要 は さ ら に 高 ま る と 思 う が 、 人 的 増 員

に よ る 余 裕 や 保 育 士 給 与 の さ ら な る 改 善 が な い と 人 の 確 保 や 働 き 続 け る モ チ ベ ー シ ョ ン に は

ならないので、これらの運動を強める必要があると考える。 

ま た 、 一 方 で は 少 子 化 が 進 む 中 で 、 保 育 士 採 用 を 諦 め て 定 員 を 減 ら す 保 育 園 も 続 出 し て い

る。特に、岡山市中心部の認可保育園では、2025年から75人や50人の定員 減を行う保育園

も あ る 。 今 こ そ 配 置 基 準 の 見 直 し を 実 現 し 、 保 育 士 ひ と り ひ と り の 労 働 密 度 を 改 善 す る 取 り

組みをしていく必要があると感じる。 

 

①  希 望 休 暇 の 取 り 組 み  

子育てや介護など、私 的な予定を勤務表に反映できるように、誰で も「希望休 暇届出書」

を提出でき、それに従った勤務を作成している。希望休暇は、１か月に約70日程度はあ る

が、「代替え職員」を配置することで、ほぼすべての希望休暇を叶えるとともに子どもへ の

影響を最小限にとどめる努力をしている。 

 

②  有 給 休 暇 消 化 の 取 り 組 み  

有給休暇の消化期間中（発生から 2年間）に 取得する取り組みを行い、職種や 処遇に関係

なく、在職するすべての職員が休暇を流すことなく取得できた。また、年度末に退職する職

員もすべての有給休暇を取得して退職した。 

 

③  事 務 時 間 の 保 障  

保育士は、勤務時間のほぼ全てを子どもと過ごしている。計画や記録などの事務時間は 、

通 常 の 保 育 体 制 で 取 得 す る こ と は 難 し い 。 そ の た め 、 事 務 保 障 の 時 間 に も 休 暇 代 替 え に 入

ってもらい、クラスリーダーは月6時間程度 、クラス担任は3時間 程度の事務時間を保障で

きた。子どもから離れて、必要な計画を作成したり、記録したり、教材の準備をする時間 を

補償できたことで、超過勤務を減らすことができた。 

給 食 は 、 そ の 日 の う ち に 行 う 事 務 業 務 （ 調 理 温 度 や 衛 生 面 に 関 す る 記 録 な ど ） が 多 い た

め、洗い物などの手伝いに入ることで、事務の時間を保障した。 

 

④  超 過 勤 務  

     事 務 時 間 の 保 障 に 加 え て 、2024 年 度 か ら ク ラ ス の 話 し 合 い を 勤 務 時 間 内 で 行 え る よう  

に 、 代 替 え 職 員 を 配 置 す る な ど 、 さ ら な る 工 夫 を し な が ら 超 過 勤 務 を 減 ら し て い る 。  

職 員 の 中 に は 、 保 育 士 の 友 だ ち も 多 い が 、 事 務 時 間 が 保 障 さ れ て い る 保 育 園 は 少 な く 、  

恵 ま れ て い る こ と を 実 感 し て い る 者 も 多 い 。  

ま た 、 非 正 規 職 員 す べ て の 超 過 勤 務 は 、 年 間 約 30 時 間 で ほ ぼ 超 過 勤 務 は な か っ た と 言  

え る 。  

2024 年 度 の 全 職 員 の 超 過 勤 務 合 計 時 間 は 、約 1608 時 間 で 、1 人 当 た り 46 時 間 で あ  
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っ た 。  

 

（職種別） 

＊正規保育士（副主任含む） 

・全体    年1210時間（2023年度＝1616時間・2022年度＝1515時間） 

・１人当たり 年 103時間（2023年度＝124時間） 

月  8.6時間（2023年度＝10.3時間） 

＊正規栄養士 

 ・１人当たり 年52.5時間（2023年度＝74時間） 

月 4.4時間（2023年度＝6.1時間） 

＊正規事務員 

・１人当たり 年244時間（2023年度＝316時間・2022年度＝190時間） 

月20.3時間（2023年度＝26.3時間） 

近年、制度改革が進む中で、様々な補助金制度が新設され、行政に提出する書類や事務量  

も急激に増えている。そのような中、事務の省力化と職員の増員が課題であったが、6月か  

ら週20時間勤務の派遣事務員が見つかったので、仕事の一部を担ってもらっているが、欠  

勤が多く安定的に事務を任せられないという課題も見えてきた。事務職員は、有給休暇を 

取得しても代替えの職員がいないため、休んだ分だけ仕事が残り超過勤務が増えるという 

悪循環もある。2025年度は、事 務の省力化を目指して、インター ネットバンキングの活用  

やDⅩ推進などにより、時間を有効に使えるようにしていきたい。 

 

⑤  キ ャ リ ア パ ス の 体 制 作 り  

処遇改善Ⅱ（キャリアパス）の対象者には、研修の受講が義務付けられている。これら の

研 修 は 個 人 が 取 得 し た 資 格 と し て 取 り 扱 わ れ る た め 、 従 来 か ら 受 講 者 は 有 給 休 暇 を 使 い 自

費で研修に参加することにしている。また、対象者には、経験年数や園内の責任と業務量に

応 じ た 支 給 金 額 を 設 定 し 、 そ の 役 割 を 果 た し て も ら っ て い る 。 ど の 職 員 も 自 分 に 与 え ら れ

た役割や任務を一生懸命果たそうとする姿が見られた。2025年からは、さらに研修修了資

格の取得数に応じた手当を創設するよう改善することになっている。 
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Ⅱ．保育園の事業報告 
 

１．地域の概要 

岡 山 協 立 保 育 園 は 、 岡 山 駅 か ら 車 で 約 15 分 程 度 の と こ ろ に 位 置 し て お り 、 高 齢 者 と と も

に 、 近 年 で は 乳 幼 児 も 増 え て い る 地 域 に な っ て い る 。 ま た 、 周 囲 に は 多 く の 認 可 保 育 園 や 認

定 こ ど も 園 、 無 認 可 保 育 施 設 な ど が あ り 、 保 護 者 は 勤 務 地 に 近 い な ど の 理 由 で 利 用 す る ケ ー

ス が 多 く な っ て い る 。  

 

 

２．施設の概要 

・ 敷 地 面 積  4180.52 平 方 ﾒｰﾄﾙ 

（ う ち 駐 車 場 の 一 部 は 借 地 … 394.64 平 方 ﾒｰﾄﾙ）  

・ 延 床 面 積  1144.47 平 方 ﾒｰﾄﾙ 

   （ 園 舎 792.49 平 方 ﾒｰﾄﾙ・ 増 築 園 舎 251.29 平 方 ﾒｰﾄﾙ・ 屋 外 倉 庫 20.72 平 方 ﾒｰﾄﾙ）  

 

 

３．定員   

・ 利 用 定 員 120 名 （ 各 年 齢 20 名 ）  

  ・ 認 可 定 員 165 名  

 

 

４．受入年齢   

・ 生 後 57 日 目 か ら 就 学 前 ま で  

 

 

５．保育時間 

（1）保育 標準時間 

・ 午 前 ７ 時 か ら 午 後 ６ 時 ま で  

（2）保育 短時間 

・ 午 前 8 時 30 分 か ら 午 後 4 時 30 分 ま で  

（3）一時 預かり事業の保育時間 

  ・ 午 前 ７ 時 30 分 か ら 午 後 6 時 ま で  

 

 

６．延長保育事業   

・ 午 後 6 時 か ら 午 後 7 時 ま で  

 

 

7．職種別職員数  
職 種  

形 態  
施 設 長  

主 任  

保 育 士  

副 主 任  

保 育 士  

副 主 任  

事 務  
保 育 士  栄 養 士  調 理 師  事 務  

保 育  

支 援 者  

産 休  

育 休  
合 計  

常 勤 職 員  
人  

1 

人  

2 

人  

3 

人  

1 

人  

10(1) 

人  

1 

人  

1(1) 

人  

 
人  

1(1) 

人  

2 

人  

22(3) 

短 時 間  

職 員  
   

  8 

(8) 
 

  1 

(1) 
2 

(2) 

2 

(2) 

13 

(11) 

合 計  1 2 3 
  

1 
18 

(9) 
1 

 1 

(1) 

 1 

(1) 
3 

(3) 

4 

(2) 

35 

(14) 

※ 3 月 末 日 の 人 数   ※ 〔  ） は 非 正 規 の 人 数 ・ 派 遣 を 含 む  
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８．年間利用児童数 
 

（ １ ） 定 員 超 過 率  103.4 ％  （ 昨 年 度 比  -11.9％ ）  

 

（ ２ ） 月 平 均 在 籍 数 124.08 人  （ 昨 年 度 比  -14.25 人 ）  

 

（ ３ ） 入 園 状 況  

月  
種 別  

４ 月  ５ 月  ６ 月  ７ 月  ８ 月  ９ 月  10月  11月  12月  １ 月  ２ 月  ３ 月  合 計  

 人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  

０ 歳  7 7 7 8 8 11 12 12 13 13 14 16 128 

１ 歳  23 23 23 24 24 24 25 25 25 25 26 26 293 

２ 歳  22 22 22 22 22 21 21 21 21 21 21 21 257 

３ 歳  25 25 25 25 25 24 24 24 24 24 24 24 293 

４ 歳  22 22 22 22 22 22 21 21 21 21 21 21 258 

５ 歳  21 21 21 21 22 22 22 22 22 22 22 22 260 

合 計  120 120 120 122 123 124 125 125 126 126 128 130 1489 

入 園 児 数  15 0 0 3 2 3 2 0 1 0 2 2 30 

退 園 児 数  0 0 1 1 2 1 0 0 0 0 0 0 5 
 

 

９．一時預かり事業 
 

（1）一時 保育の動向 

2024年度は、産休育休の職員の補充が難しかったため、10月以降は事業を休止した。 

コ ロ ナ 禍 以 降 、 毎 日 利 用 す る 子 ど も の み 受 け 入 れ て い た が 、 単 発 で の 利 用 も 受 け 入 れ る

ようにした。しかし、思ったほどの利用はなく、該当年齢のクラスで受け入れを行った。 

利用理由のほとんどが私的利用（集団経験）で、4～9月に139人の利用があった。 

 

 

1０．保育内容 
 

（ 1） 感 染 症 対 策  

昨 年 度 の 教 訓 を 生 か し 、今 年 も 保 護 者 、子 ど も 、職 員 の 手 洗 い う が い の 徹 底 を 行 っ た 。

ま た 、 園 内 で は 、 引 き 続 き 「 ハ イ タ ッ チ ゾ ー ン の 定 期 的 な 消 毒 」 や 「 換 気 」 へ の 取 り 組

み 、 園 児 は 、 毎 朝 検 温 を 実 施 し 、 ク ラ ス ご と の 名 簿 に 記 載 し て も ら う よ う に し た 。  

「 溶 連 菌 感 染 症 」 「 ア デ ノ ウ イ ル ス 感 染 症 」 「 イ ン フ ル エ ン ザ 」 な ど が 発 生 す る こ と

は あ っ た が 、 園 内 で の 感 染 拡 大 に は 至 ら な か っ た 。  

 

 

（ ２ ） 障 害 児 保 育  

私 た ち は 「 必 要 な 子 ど も に 必 要 な だ け の 援 助 を 提 供 す る 」 と い う 考 え を 持 ち 、 子 ど も ひ

と り ひ と り に 合 っ た 個 別 の 支 援 を 大 切 に し て い る 。  
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職 員 会 議 や 研 修 を 通 し て 、 子 ど も の 見 方 や 対 応 に つ い て 話 し 合 っ た り 学 ぶ 中 で 、 保 育 観

察 や 事 例 検 討 な ど も 行 い 、 援 助 の 仕 方 を 具 体 化 し 実 践 し て い る 。  

3 月 末 時 点 で 130 名 が 在 籍 し て い る が 、 自 閉 ス ペ ク ト ラ ム 症 を は じ め と す る 発 達 障 害

等 の 診 断 書 が 出 て い る 子 ど も は 8 名（ 約 6.2％ ）、診 断 は 出 て い な い が 療 育 に 通 っ て い る

子 ど も を 含 め る と 13 名 （ 10％ ） で あ っ た 。  

学 年 別 に 見 て み る と 、5 歳 児 22 名 中 2 名（ 約 9％ ）、4 歳 児 21 名 中 2 名（ 約 9.5％ ）、

3 歳 児 24 名 中 4 名 （ 約 16.7％ ） に 診 断 書 が 出 て い た 。  

こ の ほ か 、 心 臓 に 疾 患 が あ る 子 ど も が 多 く 、 緊 急 時 に は AED が 必 要 な 子 ど も も い る 。  

ま た 、 「 知 的 発 達 が ゆ っ く り な 子 ど も 」 や 「 遺 伝 子 に 異 常 が あ る 子 ど も 」 な ど も い る 。 生  

ま れ つ き 歩 行 に 困 難 さ を 抱 え て い る 子 ど も に は 、 体 幹 の 育 ち が 不 十 分 な 子 ど も も い る 。眼  

鏡 を か け て い る 子 ど も は 4 人 お り 、 弱 視 や 遠 視 の 子 ど も も 増 え て い る よ う に 思 う 。  

5 歳 児 に つ い て は 、 保 育 の 中 で 個 別 の 支 援 が 必 要 な 子 ど も が 多 く 、 全 体 の 28％ が 何 ら

か の 支 援 を 必 要 と し て い た 。 そ の た め 、 様 々 な 行 事 や 日 々 の 取 り 組 み は 、 少 人 数 で の グ ル

ー プ に し て 、 時 間 的 ゆ と り を 持 っ て 取 り 組 む よ う に し た 。 子 ど も た ち は 、 集 団 活 動 に 期 待

と 意 欲 を 持 っ て お り 、 仲 間 と 共 に や り 遂 げ た い と い う 思 い か ら 、 自 分 の 気 持 ち を 調 整 す る

姿 が 見 ら れ る よ う に な っ て き た 。  

 

 

（ ３ ） ク ラ ス 編 成 の 見 直 し  

3 歳 児 以 上 の ク ラ ス で は 、 異 年 齢 混 合 保 育 を 行 っ て い る 。  

2023 年 度 は 、少 人 数 の ク ラ ス 編 成 の 方 が 落 ち 着 く と 思 い 、試 験 的 に 4 ク ラ ス 編 成 で の

保 育 を 行 っ た 。 し か し 、 療 育 や 習 い 事 に 行 く 子 ど も が 多 く 、 複 数 世 帯 で 欠 席 す る と き ょ う

だ い も 同 じ ク ラ ス に い る の で 、 人 数 が 極 端 に 少 な い 日 が あ っ た 。 子 ど も は 、 前 日 の 遊 び の

続 き を し よ う と し て も で き な か っ た り 、友 だ ち を 豊 か に 選 べ な い と い う 状 況 に な り 、2024

年 度 は 3 ク ラ ス 編 成 に 戻 す こ と に し た 。朝 夕 は 、ホ ー ル を 活 用 し 、ク ラ ス の 枠 を 超 え た 交

流 保 育 が で き る よ う に し た 。 そ の こ と で 、 同 じ 遊 び に 興 味 を 持 っ た 子 ど も が 集 ま り 、 一 緒

に 意 見 を 出 し 合 っ た り 、 工 夫 し て 遊 ぶ 姿 も 見 ら れ た 。  

1，2 歳 児 ク ラ ス で は 、遊 び と 生 活 の 空 間 を 別 に し て 、少 人 数 2 ク ラ ス 体 制 か ら 1 ク ラ

ス 体 制 で の 保 育 を 試 み た 。大 人 が 4 人 体 制 に な っ た こ と で 、お 互 い の 保 育 を 見 た り 指 導 す

る 機 会 に も な っ た が 、 子 ど も の 人 数 が 多 い た め 難 し い と の 声 も 聴 か れ た 。 2025 年 度 は 、

子 ど も 18 人 に 大 人 が 3 人 の 体 制 で 保 育 で き る よ う に し て い る 。  

 

 

（ ４ ） 食 育 活 動  

２ 歳 児 以 上 が 季 節 の 食 材 に か か わ る 取 り 組 み （ 筍 の 皮 む き 、 グ リ ン ピ ー ス や そ ら 豆 の さ

や む き 、 ト ウ モ ロ コ シ の 皮 む き 、 芋 ほ り な ど ） を 行 っ た 。  

5 歳 児 は 、 ひ ま わ り 畑 や プ ラ ン タ ー で 季 節 の 野 菜 を 栽 培 し 、 バ ケ ツ 稲 に も 取 り 組 ん だ 。

北 側 園 庭 で は 、 地 域 の 渡 辺 さ ん や 小 谷 さ ん が 畑 を 管 理 し て 下 さ り 、 さ つ ま 芋 掘 り や 玉 ね ぎ

の 収 穫 を さ せ て く れ た 。  

お 泊 り 保 育 で は 、 日 々 の ご 飯 炊 き 当 番 か ら の 「 夏 野 菜 カ レ ー 」 「 冬 野 菜 を 使 っ た 様 々 な

献 立 」 「 魚 釣 り 」 の 活 動 が で き る よ う に し た 。 作 っ て 食 べ る 活 動 を 終 始 喜 ん で い る 姿 が あ
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っ た 。  

ま た 、 「 そ う め ん 流 し 」 も 再 開 し 、 子 ど も 達 は 大 喜 び で そ う め ん を 食 べ 、 そ の 後 は 、 あ

そ び の 中 で 「 そ う め ん 流 し ご っ こ 」 が し ば ら く 続 い た 。  

そ の 他 、 芋 ほ り 遠 足 で 子 ど も 達 が 掘 っ た 芋 を 、 職 員 が ラ イ ブ キ ッ チ ン で 「 お い も の て ん

ぷ ら 」 に し た 。 絵 本 「 か ら す の て ん ぷ ら や さ ん 」 を 模 し て 、 か ら す の お 面 を 付 け た 職 員 の

と こ ろ に 、子 ど も 達 は 、5 歳 児 が 作 っ た 100 円 玉 を 持 っ て そ れ ぞ れ に 買 い に 来 て い た 。ホ

ー ル は 、お い し い 香 り に 包 ま れ 、忙 し く な っ た 店 の 手 伝 い を 5 歳 児 が 行 っ て く れ 楽 し い 会

に な っ た 。  

 

 

（５）総会・試食会・クラス懇談会・参観と個人懇談 
 

① 保 護 者 総 会  

 ９ ５ 世 帯 中 24 世 帯（ 約 25％ ）が 参 加 し た 。各 ク ラ ス か ら 、子 ど も 様 子 や 大 切 に し た

い こ と な ど の 話 を し た 。 そ の ほ か 、 ク ラ ス 編 成 の 見 直 し 、 行 事 の 開 催 時 期 の 変 更 （ 暑 さ の

対 策 の た め ） 、 園 庭 整 備 の 経 過 報 告 と 協 力 依 頼 な ど の 話 を し た 。  

ま た 、 試 食 会 に は 12 世 帯 が 参 加 し 、 子 ど も た ち の 人 気 メ ニ ュ ー や 園 で 昔 か ら 引 き 継 が

れ て い る メ ニ ュ ー を 試 食 し て も ら っ た 。 「 出 汁 が 効 い て い て 、 素 材 の 味 を 楽 し め る と 」 思

っ た 「 具 だ く さ ん の お 汁 で 、 し っ か り 野 菜 も 食 べ れ る 」 「 旬 の 食 材 を 出 し て く れ て 、 食 の

幅 が 広 が っ て あ り が た い 」 な ど の 感 想 が 聞 か れ 、 参 加 し た 保 護 者 は 喜 ん で い た 。 給 食 職 員

も 、 保 護 者 と の や り 取 り や 感 想 文 に 目 を 通 す 中 で 、 や り が い を 感 じ る こ と が で き た 取 り 組

み だ っ た 。  

 

② ク ラ ス 懇 談 会  

ど の ク ラ ス も 、 子 ど も の 様 子 を ス ラ イ ド シ ョ ー で 見 せ た り 、 1 年 間 の 保 育 方 針 を 担 任 か

ら 伝 え る こ と が で き る 会 と し て 、 毎 年 5 月 ご ろ に 開 催 し て い る 。  

保 護 者 か ら は 、 「 写 真 を 通 し て 、 園 で の 様 子 を 知 る こ と が で き と て も よ か っ た 」 な ど の

声 も 聞 か れ た が 、 普 段 会 え な い 保 護 者 同 士 の 意 見 交 換 が で き た こ と で 、 同 じ 悩 み を 持 っ て

い る こ と に 安 堵 す る 保 護 者 が 多 か っ た 。  

・ ク ラ ス 懇 談 会 に 参 加 し た 世 帯  61%（ 2023 年 度 ＝ 69％ ）  

 

③ 保 育 参 観 ・ 個 人 懇 談  

今 年 度 は 、 ５ 月 ～ １ 月 ま で の 期 間 の 月 曜 日 ま た は 水 曜 日 に 限 定 し て 保 護 者 に 参 観 と 懇 談

を お 願 い し た 。 （ そ の 他 の 曜 日 は 、 ク ラ ス の 話 し 合 い が 入 る た め ）  

申 し 込 み 方 法 も 、 保 護 者 が コ ド モ ン を 利 用 し て 行 う た め 、 ス ム ー ズ に 予 約 が で き 、 参 加

率 も 上 が っ た 。 参 加 し た 保 護 者 は 、 園 内 で の 子 ど も の 様 子 が 分 か る 貴 重 な 機 会 の た め 喜 ん

で い た 。 ま た 、 職 員 に と っ て も 、 家 庭 で の 子 ど も の 様 子 を 知 る こ と が で き る 貴 重 な 機 会 に

な っ て い る 。 子 ど も の 成 長 や 保 護 者 の 支 援 等 で 、 必 要 が あ る と 感 じ た 場 合 は 、 複 数 回 の 懇

談 を 行 う 場 合 が あ る 。  

・ 保 育 参 観 （ 保 育 参 加 ） 参 加 し た 世 帯  89％ （ 2023 年 度 ＝ 88％ ）  

・ 個 人 懇 談 を 実 施 し た 世 帯        89％ （ 2023 年 度 ＝ 90％ ）     
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（ ６ ） お つ き み か い ・ ち び っ こ ま つ り  

   近 年 の 猛 暑 も あ り 、 2024 年 度 は 両 行 事 の 開 催 時 期 を 2 週 間 遅 ら せ た 。  

 

①  お つ き み か い  

地 域 の 方 に も 制 限 な く 参 加 し て 頂 け る よ う に し た の で 、 参 加 者 も 550 名 を 超 え 、 コ ロ

ナ 前 の よ う に 活 気 あ る 「 お つ き み か い 」 が 戻 っ て き た よ う だ っ た 。 特 に 、 卒 園 児 や そ の 保

護 者 が 、 と て も 喜 ん で 参 加 し て い た 。 当 日 は 、 朝 か ら 実 行 委 員 会 の 保 護 者 や ボ ラ ン テ ィ ア

が 一 緒 に 準 備 し て く れ た 。  

遊 び で は 、 子 ど も た ち が 楽 し め る よ う に と 、 「 ス タ ン プ ラ リ ー 」 を 実 施 す る な ど の 工 夫

が あ っ た こ と で 、 混 雑 な く 色 々 な 遊 び を 楽 し む 姿 が あ っ た 。 ま た 、 模 擬 店 で は 、 北 園 庭 を

売 り 場 と 飲 食 ス ペ ー ス に す る こ と で 大 き な 混 雑 は 見 ら れ な か っ た 。 子 ど も た ち が 普 段 給 食

で も 食 べ て い る 、 人 気 の 唐 揚 げ や 焼 き そ ば も あ り 、 地 域 の お 好 み 焼 き や JA の コ ロ ッ ケ な

ど の 販 売 も し た 。  

恒 例 の 出 し 物 で は 、 ボ ラ ン テ ィ ア さ ん が 絵 本 の 読 み 聞 か せ を 行 い 、 職 員 が わ ら べ う た を

し た 。 毎 年 、 恒 例 の 職 員 の 劇 で は 、 「 岡 山 の も も た ろ う 」 を 披 露 し た が 、 子 ど も 達 は 楽 し

か っ た よ う で 、 5 歳 児 は 発 表 会 で 、 同 じ 演 目 を 見 事 に 演 じ て い た 。  

 

②  ち び っ こ ま つ り  

0.1.２ 歳 児 は 、「 ち い さ い ち び っ こ ま つ り 」と し て １ 週 間 か け て 参 観 形 式 で 行 っ た 。「 い

つ も の 様 子 が 見 れ て よ か っ た 」 「 で き る こ と が 増 え て う れ し い 」 「 先 生 に 名 前 を 呼 ば れ る

ま で 待 っ て い る 姿 に 驚 い た 」 な ど の 感 想 が あ っ た 。 ま た 、 2 歳 児 の 保 護 者 か ら は 「 運 動 会

の よ う な 感 じ が し な か っ た 」「 パ タ パ タ 旗 な ど が あ っ た ら よ か っ た 」な ど の 意 見 が あ っ た 。  

3 歳 以 上 児 は 、 土 曜 日 の 午 前 中 に 観 覧 形 式 で 行 っ た 。 北 園 庭 だ け を 利 用 し た こ と で 、 移

動 も な く 落 ち 着 い て 行 う こ と が で き た 。 放 送 に つ い て も 、 地 域 の 了 承 が 得 ら れ 使 用 す る こ

と が 出 来 た 。 当 日 は 、 5 歳 児 が 持 て る 力 を 発 揮 し 、 一 番 か っ こ い い 姿 を 見 て も ら え た よ う

に 思 う 。 リ レ ー で は 、 ク ラ ス が 一 致 団 結 し て 話 し 合 い 、 工 夫 を 重 ね な が ら 取 り 組 む 姿 に 感

動 す る 保 護 者 も い た 。 ち い さ い ち び っ こ ま つ り の 参 観 者 数 は 84 名 で 、 ち び っ こ ま つ り の

観 覧 者 は 174 名 だ っ た 。  

 

 

（ ７ ） 父 母 の 会 活 動  

定 例 役 員 会 が 月 に 1 回 開 か れ 、 ほ ぼ 毎 月 会 議 を 行 っ た 。  

昨 年 度 に 引 き 続 き 、 父 母 の 会 主 催 の 「 親 子 遠 足 ＝ お も ち ゃ 王 国 」 は 、 各 世 帯 が 自 家 用 車

な ど を 利 用 し て 集 合 し 、 現 地 で 交 流 す る 内 容 に し た 。 こ う い っ た 取 り 組 み を 通 し 、 父 母 の

会 か ら 各 世 帯 に 会 費 の 一 部 が 還 元 さ れ た 。 参 加 者 は 、 延 べ で 20 世 帯 68 名 だ っ た 。  

ま た 、園 主 催 の「 親 子 バ ス 遠 足 」で は 、園 児 １ 名 に つ き 800 円 の バ ス 代 の 補 助 を 53 名

に 行 っ た 。 そ の 他 、 昨 年 度 に 引 き 続 き 「 リ ユ ー ス フ ェ ス タ （ 衣 料 品 ） 」 を ３ 回 実 施 し た 。 

父 母 の 会 機 関 誌 「 わ い わ い 通 信 」 を 活 用 し 、 送 迎 時 に 遊 具 を 利 用 し て 遊 ぶ 場 合 の 心 得 や

小 学 生 で あ っ て も 車 内 に 子 ど も を 置 い た ま ま に し な い こ と な ど を 記 載 し 、 保 護 者 が 目 を 離

さ な い よ う 見 守 る こ と を 注 意 喚 起 し た 。   

2024 年 度 は 、新 た な 役 員 が 見 つ か ら ず 存 続 の 危 機 を 迎 え た 。ク ラ ス 懇 談 会 の 時 に 呼 び
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か け た り 、 送 迎 の 際 に 声 掛 け な ど を 行 っ て い た が う ま く い か な か っ た 。 そ こ で 、 コ ド モ ン

で 父 母 の 会 役 員 を 募 集 し た と こ ろ 、興 味 が あ る 方 が 8 名 い る こ と が 分 か っ た 。理 由 を 聞 く

と 「 県 外 か ら 来 て 知 り 合 い も い な い の で 、 保 護 者 と 交 流 で き る 場 が 欲 し か っ た 」 「 行 事 を

通 し て 、 子 ど も た ち の た め に な る こ と を お 手 伝 い し た い と 思 っ た 」 「 以 前 か ら 興 味 は あ っ

た が 入 る き っ か け が な か っ た 。 ア ン ケ ー ト だ と 回 答 し や す か っ た 」 な ど の 答 え が 返 っ て き

た 。新 し い 人 は 、お 父 さ ん が 多 く 会 議 に も 参 加 し て く れ て い る 。2025 年 度 は 、全 て の ク

ラ ス に 役 員 が 配 置 で き た 。  

 

 

（ ８ ） 安 全 対 策  

①  非 常 災 害 訓 練  

月 1 回 の 「 避 難 訓 練 」 と 「 消 火 訓 練 」 を 実 施 し た 。  

「 避 難 訓 練 」は 、火 災・地 震・水 害 な ど を 想 定 し た 訓 練 を 行 っ て い る 。11 月 に は 中 区 消

防 署 倉 田 出 張 所 の 職 員 立 ち 会 い の も と 、 火 災 を 想 定 し た 総 合 訓 練 を 行 っ た 。 迅 速 に 避 難 で

き た と 評 価 し て も ら っ た が 、給 食 室 が 出 火 場 所 の 場 合 、う め 組 は 北 側 園 庭 に 避 難 し た 方 が 、

給 食 室 の 横 を 通 ら な く て よ い の で 安 全 に 避 難 で き る の で は な い か と 助 言 を 受 け た 。   

ま た 、 初 期 消 火 で は 、 給 食 室 の カ ウ ン タ ー の ガ ラ ス 窓 を 閉 め 切 る と 、 一 酸 化 炭 素 中 毒 で

意 識 消 失 に な る 可 能 性 が あ る た め 開 け る よ う に 指 導 さ れ た 。  

「 不 審 者 訓 練 」 も 行 っ た 。 １ 次 避 難 で 各 部 屋 に 避 難 し た が 、 ３ 上 は 、 う め 組 に 全 員 避 難

し た 。 し か し 、 ２ 次 避 難 を 考 え る と 、 う め 組 は も ち ろ ん の こ と 、 も も 組 と さ く ら 組 は で き

る 限 り 速 や か に 北 側 園 庭 に 避 難 す る 方 が 良 い の で は な い か と い う 話 に な っ た 。 次 年 度 は 、

防 犯 協 会 の 協 力 を 得 て 複 数 回 実 施 し た い 。    

  

②  事 故 へ の 対 策  

安 全 委 員 会 が 、 毎 月 2 人 １ 組 で 園 舎 内 外 の 安 全 点 検 を 引 き 続 き 行 っ た 。 点 検 す る こ と

で 、 専 門 業 者 に 修 理 の 必 要 性 に 気 付 く ケ ー ス が あ っ た 。 こ の 取 り 組 み は 、 子 ど も 達 に 安 全

を 保 障 す る と と も に 、 職 員 の 安 全 意 識 を 育 て る 目 的 も あ る 。  

岡 山 協 立 病 院 の 職 員 を 招 い て 行 っ て い る「 救 命 救 急 講 習 会 」は 、保 護 者 に も 呼 び か け て

い る 。 参 加 し た 保 護 者 の 中 に は 、 「 い つ も 一 人 で 子 育 て し て い る か ら 、 何 か あ っ た 時 の た

め に 参 加 し ま し た 」 と い う 保 護 者 も い た 。  

園 内 で は 、 ど ん な 些 細 な け が で も 「 事 故 報 告 書 」 に 記 載 し て 、 管 理 職 に 提 出 す る こ と に

し て い る 。  

2024 年 度 は 、夕 方 の 保 育 中 に 、鉄 棒 か ら 手 を 離 し た 5 歳 児 が 落 下 し て 腕 を 骨 折 す る 事

故 が 起 き た 。 こ れ は 、 重 大 事 故 に 該 当 す る た め 、 所 定 の 書 式 に 記 載 し 岡 山 市 に 報 告 し た 。

事 故 が 起 き た 時 の 状 況 に つ い て は 、 そ の 場 に 居 た 職 員 か ら 聞 き 取 り を 行 っ た あ と 、 職 員会

議 で 報 告 し 全 体 で 共 有 し た 。 保 護 者 は 、 医 者 か ら 事 故 後 の 園 で の 対 応 が 迅 速 で 適 切 に 行 わ

れ た と 言 わ れ た こ と で 感 謝 を 述 べ ら れ た 。 ま た 、 保 護 者 に 対 し て は 、 事 故 の 状 況 を 丁 寧 に

説 明 し 、 謝 罪 し た こ と で 理 解 し て 頂 い た 。  

ヒ ヤ リ ハ ッ ト も 引 き 続 き 作 成 し 、 起 き た と き は 速 や か に 記 載 し て 全 職 員 に 配 信 す る こ と

に し て い る 。  
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１1．職員会議及び総括・方針会議 
 

（ １ ） 職 員 会 議   毎 月 第 1 土 曜 日  

毎 月 第 1 土 曜 日 は 、「 園 内 の 環 境 整 備 」や「 委 員 会・係 」に つ い て 、役 割 分 担 を 決 め て

行 っ て い る 。こ の 日 に 集 中 し て 行 う こ と で 、平 日 の 日 中 に 会 議 や 作 業 の 時 間 を と る こ と

が 減 っ た 。 こ の こ と で 、 ク ラ ス の 話 し 合 い の 時 間 に 充 て る こ と が 可 能 に な っ て い る 。  

 

 

（ ２ ） 総 括 ・ 方 針 会 議  

 ２ 月 1１ 日 ・ 2４ 日 ・ 3 月 １ 日 に 実 施 し た 。  

①  田 中 真 介 氏 （ 京 都 大 学 元 准 教 授 ） を 招 き 、 2024 年 度 2 回 目 の 研 修 会 を 開 い た 。  

テ ー マ は 前 回 の 乳 児 期 の 続 き で 、「 幼 児 期 中 期 ～ 後 期 の 発 達 と 保 育 」で あ っ た 。翌 日 に

は 、 発 達 で 気 に な る 園 児 の 保 育 観 察 も 実 施 し た 。  

座 学 で は 、 ス ラ イ ド を も と に 幼 児 期 の 発 達 の 姿 や 保 育 の 中 で 大 切 に し た い こ と な ど に

つ い て 深 め る こ と が で き た 。  

観 察 で は 、 1 回 目 の 観 察 か ら 半 年 で 質 的 転 換 が 行 わ れ よ う と し て い る 園 児 の 姿 が 見 ら

れ て 、子 ど も 自 身 の 頑 張 り と そ れ を 支 え た 職 員 の 頑 張 り が 伺 え た 。ま た 、初 め て 観 察 対

象 と な っ た 園 児 に つ い て は 、 自 我 の 育 ち の 難 し さ か ら 持 て る 力 が 発 揮 で き て い な い こ

と が 分 か り 、2025 年 度 は「 第 二 者 の 形 成 」の た め に 、担 当 保 育 士 を 付 け て 保 育 す る こ

と に し た 。  

 

②  私 た ち が 行 っ て い る「 保 育 の 基 本（ 流 れ る 日 課 と 育 児 担 当 制 ）」に つ い て 、文 献 を 読 み

合 わ せ て 共 有 し た 。そ の 後 、グ ル ー プ 討 議 を 通 し 、実 際 の 保 育 で 困 っ て い る こ と を 出 し

合 い 話 し 合 っ た り 、 な ぜ 行 う の か に つ い て 理 解 が 深 ま っ た こ と を 確 認 し た 。  

文 献 ： 「 く る み の 木 お た よ り 」  

テ ー マ ； ど う 考 え た ら い い の ？  ～ Q＆ A 特 集 ～  「 日 課 」  

 

③  理 事 長 を 講 師 に 招 き 「 コ ス タ リ カ で 学 ん だ こ と 」 の 講 演 を し て い た だ い た 。  

コ ス タ リ カ の 国 の 成 り 立 ち や 教 育 観 な ど に つ い て 詳 し く 知 る こ と が で き た 。 コ ス タ リ

カ が 、自 ら の 歴 史 の 中 で の 反 省 を 生 か し 、国 の 方 針 を 変 え た こ と で 、様 々 な こ と が 実 現

で き て い る と い う 話 は 、政 治 を 身 近 に 感 じ る 機 会 に な っ た 。ま た 、「 子 ど も を 尊 重 す る 」

と い う こ と は ど う い う こ と な の か を 考 え る こ と が で き た 。 日 本 の 政 策 課 題 に つ い て 考

え る こ と が で き 、 社 会 に 目 を 向 け る き っ か け に な っ た 。  

 

④  気 に な る 子 ど も の 保 育 観 察 の ま と め （ 発 達 相 談 員 を 交 え た 話 し 合 い の ま と め と 共 有 ）  

観 察 し て 頂 い た 子 ど も に つ い て 、 ど の よ う な 話 し が 行 わ れ た か の ま と め や そ の 後 の 取  

り 組 み と 変 化 、 今 後 の 課 題 な ど を 担 任 が 発 表 し 、 発 達 相 談 員 か ら 意 見 を 頂 い た 。  

発 達 相 談 員 か ら は 、子 ど も の 育 ち に つ い て の 考 察 が さ れ 、気 に な る 子 ど も の ほ と ん ど が

「 第 ２ 者 の 形 成 」に 難 し さ を 抱 え て い る こ と が 分 か っ た 。子 ど も の 育 ち に と っ て 、何 が

大 切 な の か を 深 め る こ と が で き た 。  

 

⑤  園 庭 整 備 の 研 修 会  

ス マ ー ト エ デ ュ ケ ー シ ョ ン の 方 を 招 き 、 研 修 会 を 行 い 、 山 根 評 議 員 も 参 加 し た 。  
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パ ワ ー ポ イ ン ト な ど を 使 い 、園 庭 づ く り で 大 切 に す る ポ イ ン ト を 聞 い た 後 、グ ル ー プ ワ

ー ク で 子 ど も の 頃 に あ そ ん だ こ と を 話 し 合 い 、 ど ん な 園 庭 に し た い か の イ メ ー ジ 画 を

作 成 し た 。 そ の 後 、 描 い た 絵 に つ い て グ ル ー プ ご と に 発 表 し た 。  

イ メ ー ジ 画 の 作 成 は 2 回 目 だ が 、 以 前 話 し 合 っ た 時 よ り 、 職 員 の 中 で の 園 庭 イ メ ー ジ

が ま と ま っ て き た 印 象 を 受 け た 。  

 

 

１２．年間行事 
 

（ １ ） 行 事 の 取 り 組 み を と お し て  

①  水 あ そ び ・ プ ー ル あ そ び  

昨 年 同 様 、 水 遊 び や プ ー ル 遊 び に 取 り 組 ん だ 。 1～ ３ 歳 児 は 水 あ そ び を 、 4～ 5 歳 児 が

プ ー ル あ そ び を 行 っ た 。 水 遊 び も プ ー ル 遊 び も 、 年 齢 ご と に 少 人 数 で し っ か り 遊 べ る よ

う に し 、 い ず れ も 流 し 水 で 対 応 し た 。 子 ど も 達 が 、 気 持 ち よ さ そ う に あ そ ぶ 姿 が 印 象 的

だ っ た 。 ま た 、 水 の 事 故 か ら 子 ど も を 守 る た め 監 視 に 専 念 す る 大 人 を そ れ ぞ れ の 場 所 に

配 置 し 安 全 を 確 保 し て 遊 べ る よ う に し た 。  

今 年 は 、 北 園 庭 に プ ー ル を 出 し 、 つ い た て で 子 ど も 達 が 遊 ん で い る 様 子 や 着 替 え の 様

子 が 、 周 り に 見 え な い よ う に 配 慮 し た 。  

 

②  お 泊 り 保 育  

お 泊 り 保 育 を 2 回 実 施 し た 。  

1 回 目 は 「 野 菜 の 収 穫 」 「 生 き 物 す く い 」 を 行 い 保 育 園 に 宿 泊 し た 。 ５ グ ル ー プ に 分

か れ て 「 夏 野 菜 を 使 っ た カ レ ー 」 と 収 穫 し た 野 菜 で の ク ッ キ ン グ を 行 っ た 。 毎 年 お 願 い

し て い た 「 移 動 販 売 車  と く し ま る 」 の 都 合 が つ か ず 、 職 員 が 食 材 や 調 味 料 等 を 用 意 し て

園 内 に お 店 を 開 き 、 本 物 の お 金 で 買 い 物 を す る 体 験 を 行 っ た 。  

２ 回 目 は 、 園 外 に 出 て 地 域 で 活 動 し た 。 「 一 日 の 生 活 を 丸 ご と 体 験 し よ う 」 を モ ッ ト

ー に 、 グ ル ー プ に 分 か れ 地 図 を 片 手 に 畑 を 周 り 様 々 な 野 菜 を 収 穫 し た 。 翌 日 は 「 ハ ゼ 釣

り 」 に も 挑 戦 し た 。 保 護 者 は 、 現 地 で 「 就 学 前 懇 談 会 」 に 参 加 し 、 子 ど も 達 の 帰 り を 待

っ た 。 ど の 子 も 、 そ れ ぞ れ の 活 動 に 期 待 を も っ て 生 き 生 き と 参 加 す る こ と が で き た 。  

子 ど も は 、 自 分 の 目 標 を 振 り 返 り な が ら 努 力 し た り 、 ど う す れ ば よ い か を 考 え て 行 動

す る 姿 が 見 ら れ た 。 夏 の お 泊 り 保 育 以 降 の 成 長 を 見 る こ と が で き た 。  

 

③  お お き く な あ れ の つ ど い 【 参 加 者 ： 145 人 】  

表 現 活 動 の 発 表 会 と し て 、 ホ ー ル を 舞 台 に 発 表 し た 。  

5 歳 児 は 、 お 月 見 会 で 見 た 職 員 の 劇 「 岡 山 の も も た ろ う 」 の 劇 づ く り に 全 員 で 取 り 組

ん だ 。 3、 4 歳 児 は 各 ク ラ ス で 劇 ご っ こ に 取 り 組 ん だ 。  

子 ど も 達 は 、 保 護 者 が 見 に 来 て く れ て い る こ と が 嬉 し く 頑 張 る 姿 が 見 ら れ た 。 堂 々 と

台 詞 を 言 い な が ら 演 じ る 姿 や 友 達 が 困 っ て い る と 助 け て 覚 え た 台 詞 を 言 っ て 助 け て あ げ

る 姿 も あ っ た 。 子 ど も の 姿 は 生 き 生 き し て い て 保 護 者 の 感 動 を 誘 っ た 。  

 

④  卒 園 式  

式 は 、 保 護 者 と 一 部 の 職 員 が 参 加 し て 行 っ た 。 子 ど も の 人 数 が 多 い の で 、 子 ど も の 座
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る 位 置 を 工 夫 し 、 式 の 内 容 も 保 育 証 書 の 授 与 と 卒 園 児 の 歌 、 保 護 者 や 理 事 長 ・ 園 長 の あ

い さ つ の み に し て 時 間 を 短 縮 し た 。 卒 園 式 は 、 保 育 園 で 過 ご し た 日 々 の 集 大 成 で あ り 、

保 育 園 最 後 の 晴 れ 舞 台 で も あ る 。 式 の 当 日 は 、 子 ど も 達 は 堂 々 と し た 振 る 舞 い で 証 書 を

受 け 取 り 、 22 人 の 心 を 一 つ に し た 歌 声 は 参 加 者 を と て も 感 動 さ せ た 。  

 

⑤  地 域 の お 年 寄 り と の 交 流 「 な で し こ 会 」  

住 吉 町 の コ ミ ュ ニ テ ィ ー で 、 地 域 の お 年 寄 り と の 交 流 会 を 始 め た 。 11 月 、 2 月 の 2 

回 で は あ っ た が 、 5 歳 児 が 参 加 し 、 わ ら べ 歌 を 歌 っ た り 一 緒 に 遊 ん だ り し て 楽 し い ひ と 時

を 過 ご し た 。 子 ど も 達 は 、 日 頃 お 年 寄 り と 一 緒 に 遊 ぶ 機 会 が 少 な い の で と て も 良 い 機 会

に な っ た 。 保 育 園 か ら 近 い の で 、 交 流 す る 機 会 を 増 や し て い き た い 。  

 

《 ２ ） 年 間 行 事  

実 施

月  
保 育 園 行 事  

健 康 管 理 ・ 安 全  

管 理 ・ 災 害 訓 練  

地 域 行 事 へ の 参 加  

他 団 体 と の 連 携 行 事  

4 月  
進 級 お め で と う の 会  

い の ち を 大 切 に す る 日  
  

5 月  

端 午 の 節 句 の 会  

お 弁 当 の 日 ・ 徒 歩 遠 足  

ク ラ ス 懇 談 会  

  

6 月  

保 護 者 総 会            

お 弁 当 の 日 ・ 徒 歩 遠 足  

平 和 の 会  

ク ラ ス 懇 談 会  

定 期 健 康 診 断 ①  

尿 検 査 （ 3 上 ）   

フ ッ 素 塗 布 ①   

交 通 安 全 指 導 ①  

7 月  

七 夕 の 会  

救 命 救 急 講 習 会  

土 用 の 丑 の 日 の 会  

お 泊 り 保 育 ①   

  

8 月  民 話 の 会    

9 月  お つ き み か い    

10 月  
ち び っ こ ま つ り  

大 相 撲 見 学  

歯 科 検 診   

フ ッ 素 塗 布 ②  
 

11 月  

お 泊 り 保 育 ② ・ 就 学 前 懇 談 会  

お 弁 当 の 日 ・ 徒 歩 遠 足  

親 子 バ ス 遠 足  

芋 ほ り 遠 足  

定 期 健 康 診 断 ②  

総 合 訓 練   

交 通 安 全 指 導 ②  

な で し こ の 会  

12 月  

お 弁 当 の 日 ・ 徒 歩 遠 足  

す も う 大 会  

ク リ ス マ ス 会  

  

1 月  

七 草 の 日  

お お き く な あ れ の 集 い（ 3 歳 以 上 児 ） 

劇 団 風 の 子  

  

2 月  
節 分 の 会  

角 笛 シ ル エ ッ ト 劇 場 （ 5 歳 児 ）  
フ ッ 素 塗 布 ③  

交 通 安 全 指 導 ③  

な で し こ の 会  

3 月  
お 別 れ 遠 足  

卒 園 式  

 

 

 

 

毎 月  絵 本 の 会  
避 難 ・ 消 火 訓 練  

身 体 測 定  
 

随 時  保 育 参 観 ・ 個 人 懇 談    
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１3．職員研修 
 

（１）研修一覧 

 主 催  研 修 名  参 加 者  

全
国 

全 国 保 育 団 体 連 絡 会  全 国 保 育 団 体 合 同 研 究 集 会 （ zoom）  ６ 人  

全 国 民 間 保 育 園 経 営 研 究 懇 話 会  夏 季 セ ミ ナ ー  1 人  

全 国 民 間 保 育 園 経 営 研 究 懇 話 会  経 営 研 究 セ ミ ナ ー  １ 人  

全 国 保 育 士 会  全 国 集 会  １ 人  

全 国 民 間 保 育 所 経 営 研 究 懇 話 会  中 四 国 会 議 セ ミ ナ ー ・ 総 会  3 人  

保 育 プ ラ ザ 研 修  保 育 の 基 本 講 座  1 人  

神
戸 

神 戸 コ ダ ー イ 芸 術 教 育 研 究 所  

 

公 開 保 育  2 歳 児  １ 人  

保 育 セ ミ ナ ー  ３ 人  

オ ン ラ イ ン 講 座 ・ 環 境 認 識  １ 人  

オ ン ラ イ ン 講 座 ・ 乳 児  ２ 人  

岡
山 

岡 山 県  園 長 研 修 会  1 人  

 Ｂ Ｃ Ｐ 策 定 支 援 研 修  1 人  

岡 山 県 社 会 福 祉 協 議 会  生 涯 研 修 課 程 （ 初 心 者 ）  2 人  

岡 山 っ 子 育 成 局 保 育 ・ 幼 児 教 育 部  園 外 保 育 に お け る 安 全 管 理  ６ 人  

岡 山 市 保 健 所  特 定 給 食 施 設 関 係 者 研 修  １ 人  

岡 山 市 発 達 障 害 者 支 援 セ ン タ ー  お ほ ほ 研 修  1 人  

岡 山 市 保 育 協 議 会  子 ど も の 人 権  1 人  

 保 育 実 技 ・ あ そ び  １ 人  

 保 育 実 践 ・ 運 動  １ 人  

 メ ン タ ル ヘ ル ス  1 人  

 保 健 健 康  1 人  

 乳 児 保 育  ３ 人  

 家 庭 支 援  1 人  

 特 別 支 援  １ 人  

 園 内 研 修  発 達 学 習 会  全 職 員  

  個 別 支 援 ケ ー ス 検 討 会  全 職 員  

  園 庭 整 備 計 画 学 習 会  全 職 員  
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経 営 報 告 
 

１．総合評価 
 

今 年 度 は 、 受 入 れ 園 児 の 確 保 が 難 し い １ 年 間 で あ っ た 、 当 初 予 算 編 成 時 点 で の 園 児 受 け 入 れ

見込み数は 118名と定 員を下回っており、2023年度末までに２名の受け入れが確定して、202

4年４月1日は定員120名でのスタートとなった。そ の中でも、特に、経営 に大きな影響を与え

たのは、0歳児の４月在籍人数が７名で、年度末には１６名在籍まで漕ぎつけたとはいえ、年間

平均人数は10.66名と近年にない低い数字であったことだ。 

受 け 入 れ 園 児 数 が 増 え な い 理 由 と し て は 、 ま ず 、 少 子 化 や 岡 山 市 内 の 保 育 園 定 員 の 充 足 と い

う社会的な要因がある。次に、育児休業の職員が4名い たことに加え、保育士確保がタイムリー

にできなかったこと。そして、最後に、入園見学に訪れた多くの家庭が、岡山協立保育園の希 望

順位を第2希望としていたことが挙げられる。保育士の 確保について、経営的 な視点から考える

と 、 園 児 の 受 け 入 れ 数 が 増 え る タ イ ミ ン グ で 、 必 要 な 保 育 士 を 配 置 す る の が 最 も コ ス ト パ フ ォ

ー マ ン ス が 良 い と い う こ と に な る が 、 実 際 に は 、 職 員 の 産 休 取 得 が 年 度 の 途 中 で 決 ま っ た 場 合

の 代 替 え 確 保 が 難 し け れ ば 、 該 当 職 員 は 配 置 基 準 か ら 除 く こ と に な る た め 、 現 場 と し て は 産 休

までの約半年間、余剰の職員が配置された形で人手が潤う反面、その人件費の原資はなく、法人

の 経 営 努 力 で 費 用 を 賄 う こ と に な る 。 こ の 点 に つ い て も 、 制 度 面 で の 不 遇 さ が 大 き く 影 響 し て

い る 。 保 育 事 業 は 、 子 ど も た ち が 幸 せ に 生 き 抜 い て い く こ と が で き る 大 人 に な る た め の 大 切 な

時間を担っていることを考えると、安定し、発展し続ける保育事業の運営は必要不可欠であり 、

そのためには制度について、より一層、運動を展開していくことが必要だと感じた。 

保育事業収益は、前年度とほぼ同額だった。この中には、11,234千円の人事院勧告改定(10.

7%）によ る人件 費改 善分と4,887千円の チーム 保育 推進加 算、 -2,934千 円のそ の他 の事業 収

益などが含まれているため、保育 による収入は、実質約 13,542千円の減額となった。主 な内訳

は、委託費（実質）-13,055千円、障害児保育対策事業補助金-2,000千円、保育支援者配置 助

成補助金＋1,022千円など。 

人勧による公定価格改定分（+10.7％）は、 11,234千円となり賃金改善に全額充当した。 

事業活動 計 算書によ り 人件費を 昨 年度と比 較 すると4,299千円 増 加したが 、 人勧改定 分 （+1

0.7％）とチーム保育推進加算分による人件費支出が16,121千円（法定福利費含む）含まれる

ため、実質 は11,823千円減少した。産休育 休取得職員（正規保育 士1.25人/年・非正規保育士

1.42人/年）により、 支出が減少 したと思わ れる。差異 が大きい科 目について 、派遣職員 費+6,

702千円（派遣職員の増加、保育士：常勤換算1.5人、事務員；常勤換算0.5人）があった。 

事 業 活 動 計 算 書 に よ り 事 業 費 を 昨 年 度 と 比 較 す る と 634千 円 減 少 し た 。 差 異 が 大 き い 科 目 に

ついて、保 育材料費＋726千円（ 親子バス遠足、大相撲 巡業観覧、三輪車部品交換、ブラ インド

パネルなど）、雑費（事業）＋157千円（非常食）などがあった。 

事 業 活 動 計 算 書 に よ り 事 務 費 を 昨 年 度 と 比 較 す る と 1,460千 円 減 少 し た 。 差 異 が 大 き い 科 目

について、法人拠点区分における事務費支出-232千円、福利厚生費＋137千円（職員親睦 補助、

ﾉﾛｳｨﾙｽ検査他）、研修研究費＋194千円（外部講師費用）、修繕費-897千円（園舎ﾒﾝﾃﾅﾝｽ工事

隔年実 施） 、広報 費396千円（ イツザ イ） 、清掃 委託 費-351千 円（ｴｱｺﾝｸﾘｰﾆﾝｸﾞ隔年 実施） 、

その他の委託費－990千円（イツザイ昨年度WEB制作）、手数料－321千円（人材紹介手数料

昨年度支出）などがあった。 
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施設整備等補助金収益で、岡山市性被害防止対策等支援事業補助金として、75千円を受 け入

れて、ブラインドパネルの購入に活用した。 

積 立 資 産 に つ い て 、 保 育 所 施 設 ・ 設 備 整 備 積 立 金 へ の 積 立 4,000千 円 を 補 正 予 算 で 計 上 し て

いたが、決算で生じた当期資金収支差額4,000千円を加えて、園舎の維持・メンテナンス・改 修

等に備えるために、合計8,000千円の積立をしたい。 

岡山協立保育園拠点区分資金収支計算書において、職員賞与支出の予算額29,839千円のと こ

ろ、決算額が30,121,502円で予算を282,502円超えていた。3月に支出した一時金の算定に

つ い て 、 補 正 予 算 編 成 後 に 発 生 し た 欠 勤 等 の 影 響 に よ り 差 異 が 出 た も の で あ る 。 大 区 分 の 人 件

費支出内で支出した。 

法人 全 体 の 貸借 対 照 表 で前 年 度 末 と比 較 す る と、 流 動 資 産は-456千円 、 固 定 資産 は-7,593

千円となった。法人に残った最終的な利益を数字化した当期活動増減差額は、昨年度より5,26

5千円減少（前年度決算；6,985千円減少）していて、5,829千円（前年度決算；11,093千円）

となっており、減少傾向が続いているが、今年度、園児確保、職員確保に苦労した中での純利 益

に相当する額としては評価できると考えている。経営状態は良好であるといえる。 

今後、少子化傾向が加速する中で、特に、園児確保において、厳しい状況が好転することは 考

えにくい。将来的には、経営に影響が出てくる可能性が高いため、理事会等で、経営分析や経 営

方針に関して協議していく必要があると考えている。 

 

 

資料1【固定資産取得支出；917,950円】 

 園庭環境 園内環境 ICT関連 

建物附属設備（基本） 
プール用水栓新設工事 

     162,800円 

  

器具及び備品 
ｽﾗｲﾄﾞﾃﾝﾄひざしｶｯﾄ 

     150,000円 

逆浸透膜冷水器ひやりん 

      308,000円 

共有ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟPC 

    297,150円 

 

 

２．施設整備の状況 

（ 1） 土 地 ・ 建 物 の 取 得  

 特 に な し  

 

（ 2） 建 物 ・ 備 品 等 の 修 理 ・ 修 繕  

・ 逆 浸 透 膜 浄 水 器  フ ィ ル タ ー 交 換  

・ NECデ ス ク ト ッ プ パ ソ コ ン  HDD交 換  

・ メ ン テ ナ ン ス 工 事 （ 鍵 ・ 金 物 他 取 替 ）  

・ エ ア コ ン 室 内 機 修 理 （ 給 食 室 ・ つ く し ） 2台  

・ 食 器 洗 浄 機  水 用 電 磁 弁 交 換  

・ ス チ ー ム コ ン ベ ク シ ョ ン オ ー ブ ン  軟 水 カ ー ト リ ッ ジ 交 換  

・ カ ー テ ン レ ー ル 修 理 （ す み れ ）  

・ 水 空 気 清 浄 機 ク リ ス タ ル イ オ ン 1台  修 理  

・ 職 員 ロ ッ カ ー 鍵 交 換  

・ 保 育 室 扉 （ さ く ら ） 修 理  

・ 床 下 点 検 口 丁 番 取 替 え  

・ 駐 車 場 バ リ カ ー  修 理  

・ 会 議 テ ー ブ ル  修 繕  
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・ 事 務 所 ブ ラ イ ン ド  修 理  

・ 非 常 灯 交 換   

・ 扉 ク ラ ス マ ー ク ・ 園 舎 配 置 図 ク ラ ス マ ー ク  入 れ 替 え  
 

（ 3） 設 備 ・ 備 品 等 の 整 備  

・ プ ー ル 用 水 栓 新 設 工 事  

・ ス ラ イ ド テ ン ト ひ ざ し カ ッ ト  

・ 逆 浸 透 膜 浄 水 器 ひ や り ん  1台  

・ 共 有 デ ス ク ト ッ プ パ ソ コ ン 買 替 え 1台  

 


